
給水装置工事 施工・配管例
給水装置工事明細書 作図資料

こちらの資料は前橋市給水装置設計施工指針に基づく給水装置工事の配管例、施工例、
申請時の給水装置工事明細書の図面作成例、水理計算例が記載されています。

※この資料に基づいて申請をした場合でも現場条件により承認が許可されない場合もあります。
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標準配管図

給水管工事申込書・給水管工事明細書

不断水割T字管による取出し、ﾒｰﾀﾊﾞｲﾊﾟｽﾕﾆｯﾄ 申請作図例 分岐管φ75mm

取出し直し 同時撤去 既設管ﾁｰｽﾞ 圧着後ﾁｰｽﾞ撤去の場合

取出し直し 同時撤去 既設管VPﾁｰｽﾞ ﾌｸﾛｼﾞｮｲﾝﾄによる撤去の場合

共有管元閉栓、取出直し 取出しと同時撤去、複数権利あり 同一場所、同一所有者

【完成時提出図】同時撤去、複数権利あり 共有管閉栓図 加入金充当廃止部

取出直し 取出しと同時撤去、複数権利あり 取出し複数の場合 権利充当

【完成時提出図】 同時撤去、複数権利あり 共有管閉栓図 加入金充当廃止部

既設管利用 止水栓なし（乙止水栓なし）

共有管既存取出し再利用 複数権利あり 権利充当

【完成時提出図】 同時撤去、複数権利あり 既存管再利用 加入金充当廃止部

給水管共有管分岐元閉栓①

給水管共有管分岐元閉栓② やむをえず民民境界にて閉栓をする場合

VP50mm片押し管にてﾁｰｽﾞ分岐管撤去断水ができない場合①【要協議】

VP50mm片押し管にてﾁｰｽﾞ分岐管撤去断水ができない場合②【要協議】

道路10m以上布設する場合管末部の取出し直し

ｻﾄﾞﾙ分岐申請図面作図例 分岐口径φ20～40

φ50m取出し作図・施工例

ﾁｰｽﾞ取出し施工・作図例 SKXﾒﾈｼﾞ付ﾁｰｽﾞ

ﾁｰｽﾞ取出し施工例 PEPﾁｰｽﾞ

不断水割T字管による取出し施工例 本管VP50mm 分岐管40mm

一般住宅 給水装置工事明細書作図 参考

集合住宅（テナント） 給水装置工事明細書作図 参考

私子メータ→局子メータへの申請 「直結増圧給水」及び「受水槽」の先のみ該当

申請作図 施工例
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標準配管図
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標準配管例

境界

Ｍ

φ20EFｴﾙﾎﾞ×2

ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ20ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)

φ20ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)
φ20ﾎﾞｰﾙ式乙止水栓

φ20ﾌﾚｷⅡ型
※PEPでも可

PEP

PEP

PEP

異径ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(20×13)×2
片落ｱﾀﾞﾌﾟﾀ20×13

φ13ﾌﾚｷⅠ型
※省略可 φ13VPﾕﾆｿｹ

境界

Ｍ

EFｴﾙﾎﾞ×2

ｻﾄﾞﾙ分水栓

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)
ﾎﾞｰﾙ式乙止水栓

ﾌﾚｷⅡ型
※PEPでも可

PEP

PEP

PEP

ﾌﾚｷⅠ型
※省略可 VPﾕﾆｿｹ

境界

Ｍ

EFｴﾙﾎﾞ×2
ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)
ﾎﾞｰﾙ式乙止水栓

PEP

PEP

PEP

ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

民地部分道路部分

民地部分道路部分

民地部分道路部分

ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

境界

Ｍ
ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)
ﾎﾞｰﾙ式乙止水栓

HPPE

HPPE

ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

ﾌﾚｷⅡ型
SPｼﾓｸ
※HPPEでも可

民地部分道路部分

ｻﾄﾞﾙ分水栓

ｻﾄﾞﾙ分水栓

EFベンド90°×2

HPPE

止水栓筐

止水栓筐

一号弁筐

一号弁筐

【φ13】メータユニット

【φ20～25】メータユニット

【φ30～40】メータユニット

【φ50】メータユニット

VPﾕﾆｿｹ

SPｼﾓｸ
ﾌﾚｷⅠ型
※ﾌﾚｷ省略可

VPﾕﾆｿｹ

※量水器二次側は配管状況に応じ適切な範囲を施工する。

設計施工指針 第９章 給水装置工事の施工
９－６ 標準配管例

ﾌﾚｷⅡ型
SPｼﾓｸ
※PEPでも可

SPｼﾓｸ
ﾌﾚｷⅠ型
※ﾌﾚｷ省略可

2



境界

EFｴﾙﾎﾞ×2

ｻﾄﾞﾙ分水栓

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)
ﾎﾞｰﾙ式乙止水栓

PEP

PEP

PEP

民地部分道路部分

止水栓筐

プラグ

境界

MB

EFｴﾙﾎﾞ×2

ｻﾄﾞﾙ分水栓

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)
ﾎﾞｰﾙ式乙止水栓

ﾌﾚｷⅡ型
SPｼﾓｸ
※PEPでも可

PEP

PEP

PEP

SPｼﾓｸ
ﾌﾚｷⅠ型
※ﾌﾚｷ省略可

VPﾕﾆｿｹ

民地部分道路部分

ﾒｰﾀﾊﾞｲﾊﾟｽﾕﾆｯﾄ

境界

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)
ﾎﾞｰﾙ式乙止水栓

HPPE

HPPE

ﾒｰﾀﾊﾞｲﾊﾟｽﾕﾆｯﾄ

ﾌﾚｷⅡ型
SPｼﾓｸ
※HPPEでも可

民地部分道路部分

ｻﾄﾞﾙ分水栓

EFベンド90°×2

HPPE

止水栓筐

一号弁筐

【φ13～50】先行取出し

【φ25～40】ﾒｰﾀﾊﾞｲﾊﾞｽﾕﾆｯﾄ

【φ50】ﾒｰﾀﾊﾞｲﾊﾟｽﾕﾆｯﾄ

SPｼﾓｸ
ﾌﾚｷⅠ型
※ﾌﾚｷ省略可

VPﾕﾆｿｹ

境界

民地部分道路部分

【φ75】ﾒｰﾀﾊﾞｲﾊﾟｽﾕﾆｯﾄ

MB
ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁

HPPE

不断水ﾊﾞﾙﾌﾞ

一号弁筐

EFﾌﾗﾝｼﾞ短管
EF ﾌﾗﾝｼﾞ短管

EFﾌﾗﾝｼﾞ短管

ﾌﾗﾝｼﾞ短管などEF ﾌﾗﾝｼﾞ短管

バネ式逆止弁
短面管ﾌﾗﾝｼﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

ﾒｰﾀﾊﾞｲﾊﾟｽﾕﾆｯﾄ 逆止弁ﾎﾞｯｸｽ

※維持管理を考慮し、逆止弁の二次側
に仕切弁を設けることが望ましい

MB

HPPE

EFベンド90°×2

HPPE

ﾌﾚｷⅡ型

3



境界

Ｍ

φ20EFｴﾙﾎﾞ×2

ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ20ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)

φ20ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)
φ20ﾎﾞｰﾙ式乙止水栓

φ20ﾌﾚｷⅡ型PEP

PEP

PEP

φ13ﾌﾚｷⅢ型
φ13VPﾕﾆｿｹ

境界

Ｍ

EFｴﾙﾎﾞ×2

ｻﾄﾞﾙ分水栓

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)
ﾎﾞｰﾙ式乙止水栓

ﾌﾚｷⅡ型PEP

PEP

PEP

ﾌﾚｷⅢ型
VPﾕﾆｿｹ

境界

Ｍ

EFｴﾙﾎﾞ×2
ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)
ﾎﾞｰﾙ式乙止水栓

ﾌﾚｷⅢ型
SPﾕﾆｵﾝｿｹｯﾄ

PEP

PEP

PEP

ﾒｰﾀﾎﾞｯｸｽ

ﾌﾚｷⅡ型

民地部分道路部分

民地部分道路部分

民地部分道路部分

ﾒｰﾀﾎﾞｯｸｽ

ﾒｰﾀﾎﾞｯｸｽ

境界

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)

ﾒｰﾀ-ｿｹｯﾄ(EF)
ﾎﾞｰﾙ式乙止水栓

HPPE

HPPE

民地部分道路部分

ｻﾄﾞﾙ分水栓

ｻﾄﾞﾙ分水栓

EFベンド90°×2

HPPE

止水栓筐

止水栓筐

一号弁筐

一号弁筐

【φ13】メータボックス

【φ20～25】メータボックス

【φ30～40】メータボックス

【φ50】メータボックス

VPﾕﾆｿｹ

φ13単式逆止弁φ20×13直結止水栓

単式逆止弁直結止水栓

逆止弁付
伸縮直結止水栓

ﾒｰﾀﾎﾞｯｸｽ
75㎜用

逆止弁付
伸縮直結止水栓
上水ﾌﾗﾝｼﾞ

一号弁筐

ﾎﾞｰﾙ止水栓
もしくはｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ

ﾎﾞｰﾙ止水栓
もしくはｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ

Ｍ

HPPE
※ﾌﾚｷⅡ型でも可

VD

一号弁筐

上水ﾌﾗﾝｼﾞ

ﾒｰﾀｰｿｹｯﾄ(EF)
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境界

Ｍ

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁

HPPE

民地部分道路部分

不断水ﾊﾞﾙﾌﾞ

一号弁筐

【φ75】メータボックス

EFﾌﾗﾝｼﾞ短管

【φ100～150】メータボックス

DIPﾌﾗﾝｼﾞ短管2号
EFﾌﾗﾝｼﾞ短管

DIP曲管90°×2
DIPGX型（K型でも可）

DIPﾌﾗﾝｼﾞ短管2号
DIPﾌﾗﾝｼﾞ短管1号DIPﾌﾗﾝｼﾞ短管1号

バネ式逆止弁
短面管ﾌﾗﾝｼﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

ﾒｰﾀﾎﾞｯｸｽ 逆止弁ﾎﾞｯｸｽ

DIPﾌﾗﾝｼﾞ短管1号

DIP曲管90°×2

DIPﾌﾗﾝｼﾞ短管2号

DIPﾌﾗﾝｼﾞ短管2号

※維持管理を考慮し、逆止弁の二次側
に仕切弁を設けることが望ましい

境界

Ｍ

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁

HPPE

民地部分道路部分

不断水ﾊﾞﾙﾌﾞ

一号弁筐

EFﾌﾗﾝｼﾞ短管

DIPﾌﾗﾝｼﾞ短管2号
EFﾌﾗﾝｼﾞ短管

DIP曲管90°×2
DIPGX型（K型でも可）

DIPﾌﾗﾝｼﾞ短管2号
DIPﾌﾗﾝｼﾞ短管1号DIPﾌﾗﾝｼﾞ短管1号

ｽｲﾝｸﾞ式逆止弁
短面管ﾌﾗﾝｼﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

ﾒｰﾀﾎﾞｯｸｽ 逆止弁ﾎﾞｯｸｽ

DIPﾌﾗﾝｼﾞ短管1号

DIP曲管90°×2

DIPﾌﾗﾝｼﾞ短管2号

※維持管理を考慮し、逆止弁の二次側
に仕切弁を設けることが望ましい

※メータボックス使用時、50㎜以上の場合は、メータとの接合をフランジとする。

※75mm以上はコンクリート現場打ち、鋳鉄製等で上部に鉄蓋（設置位置によって、
プラスチック製とする場合を除く）を設置した構造とする。
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給水管工事申込書
給水管工事明細書

様式
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決
裁
承
認

課長 係長 審査 受付 水栓番号

収受 年 月 日 第 号

給水装置工事申込書
(宛先) 前橋市公営企業管理者

(申込者) 住所

ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名

電話 - -

年 月 日

私は、次の指定給水装置工事事業者に、給水装置工事の申込手続及び施工に関する一切を委任し、工事を申込みます。なお、給水
装置工事の施工にあたっては、給水条例をはじめとする関係法令等の遵守を徹底します。

また、給水装置工事の申込にあたって、以下の選択事項について誓約・同意いたします。当該給水装置の権利移転をした際は、継
承者に本書の事項を遵守させます。

工事場所

工事種別

指定給水
装置工事

指定番号

( )

新設( mm) 改造(口径変更 mm→ mm） その他( ) 撤去

住 所

事業者名

代 表 者

主任技術者

電話（代表番号）

ＦＡＸ番号

電話（担当者）

その他メール等

- -
--

- -

選択事項

※該当項目の
□にチェック

記入

(新設・改造の場合)
分岐から量水器までの管種・口径等の配管情報について公開することに同意します。

(新設・改造の場合)
今後、内線改造等を行う際は、必ず指定給水装置工事事業者に依頼することを誓約します。

（受水槽を設置しない場合)
貯水機能を有していないため、計画的及び緊急の断水時等のやむを得ない場合には、水の使用がで

きなくなることを承諾し、異議申し立てを行わないことを誓約します。

（権利関係の同意事項等)
本申込に係る権利関係の事項については、全ての権利関係者より同意等を取得済みです。また、権

利関係に関して、当事者間で紛争が生じた場合は、申込者の責任において解決します。

権利関係者取得済同意事項

給水装置

所有者

別添一覧

あり

別添一覧

あり

家屋所有者

同意日

住 所

氏 名

同意日

住 所

氏 名

年 月 日

年 月 日

別添一覧

あり

別添一覧

あり

土地所有者

その他

利害関係人

( )

同意日

住 所

氏 名

年 月 日

同意日

住 所

氏 名

年 月 日

施工予定日 年 月 日

添付書類

同意

増圧

特殊用具

舗装復旧

その他（ ）

誓約

三階 計算

受水槽

仮換地図

量水器

開栓日

検査日

mm 個

年 月 日

年 月 日

新
設
量
水
器

No.

検満

給水装置工事手数料(非課税) 水道加入金(税込)

円

円 円

領

収

検
査
承
認

年 月

指針

備考欄

第 2 号様式(第 4 条関連)

寄附

課長 係長 審査 受付監督

事業者

前橋市○○町○○

ﾏｴﾊﾞｼ ﾀﾛｳ

前橋 太郎

〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇

令和〇 〇 〇〇

〇〇町１１１－１

20

□市□町□□

〇〇水道工事店（株）

水道 花子

水道 太郎

027

027

080

suidou@xxxxx.xxx

〇〇〇 〇〇〇〇

△△△ △△△△

〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇

123456
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

8



一般住宅 給水装置工事明細書作図
参考
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様 ２ 号様式 収受 年 月 日 第

給水装置工事明細書

案内図

着工日 年 月 日 年 月 日竣工日

使用材料（一次側）【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ: 】 使用材料（二次側）

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 数量単位 名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 数量 単位

N
N

配水管水圧 Mpa mg/l(ppm)

水栓番号

審査 検査

残留塩素

洋室

洋室

洋室

玄関納戸

納戸

5
3
5

4
9
3
0

5
3
5

6
0
0
0

側
溝

市
道

幅
員

舗
装

幅
側

溝

DIPT150 DP=900

M

2
0
P
E
P

4
.
6
m

φ150×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓
φ20 密着ｺｱ
φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20PEP L=4.0m
φ20PEPｴﾙﾎﾞ×2
φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

13HIVP7.0m

2
0
H
I
V
P
1
8
.
0
m

20HIVP7.0m

20HIVP1.0m

20XPEP
4.0m

13XPEP
3.0m

13XPEP
6.0m

1
3
X
P
E
P

2
.
0
m

13XPEP
1.0m

+3.3 2Fへ

13XPEP
5.0m

ｵﾌｾｯﾄ

123456

φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20 密着ｺｱ

φ150×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ20PEPｴﾙﾎﾞ

φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓

止水栓筐(小)

φ20ﾌﾚｷⅡ型

1

2

1

2

1

1

個

個

個

個

個

個

個1

φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ20ﾌﾚｷⅠ型

φ20VPﾕﾆｿｹ

1

1

1

個

個

個

φ20VPｴﾙﾎﾞ

φ13VPｴﾙﾎﾞ

φ20×20VPﾁｰｽﾞ

φ20ﾍｯﾀﾞｰ

φ20HIVP

φ13HIVP

φ20XPEP

φ13混合水栓

φ13ｼｬﾜｰ水栓

舗装復旧工(仮) m22.8

舗装復旧工(本) m25.9

公道PEP布設 φ20 m4.1

宅内PEP布設 φ20 m0.5

φ13XPEP

2 個

1 個

1 個

1 個

1 個

2 個

1 個

1 個

1 個

φ13ﾎｰﾑ水栓

φ13ｱﾝｸﾞﾙ止水栓

φ13水栓柱

φ13ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ

φ20VPﾕﾆｿｹ

φ20VPﾕﾆｿｹ

3 個

1 個

1 個

1 個

26.5 m

10.0 m

4.0 m

21.3 m

13XPEP
1.0m

※水理計算（損失計算）を添付すること
または、給水装置工事明細書(審査)に
記入すること

施工箇所

①

②

③

水理計算
管路延長
末端水栓①（一番水圧が必要なところ）

～ｻﾄﾞﾙ分水栓まで
L=5.0+3.3+6.0+4.0+1.0+7.0+18.0
+1.0+0.5+0.5+4.6=50.9m

13mm延長同時使用1栓
①～ﾍｯﾀﾞｰまで
L=5.0+3.3+6.0=14.3m

20mm3栓同時使用
ﾍｯﾀﾞｰ～ｻﾄﾞﾙ分水栓まで
L=4.0+1.0+7.0+18.0+1.0+0.5+0.5+4.6
=36.6m

20ﾌﾚｷⅡ0.5

20ﾌﾚｷⅠ0.5

13HIVP3.0m

20HIVP
1.0m

ｾｷｽｲ

1階

2階

10



A 様邸
建物階数 2 階建て

現地最小動水圧 0.4 Mpa
総水栓数 6 栓

同時使用水栓数 3 栓を想定
※量水器 20 ㎜以上が適当

量水器 20 ㎜

末端水栓の種類 洗浄便座
ヘッダーの有無 有

管路延長
(分岐から末端水
栓までの経路上)

50.9 m 損失水頭 流速（m/s）

13 ㎜の延長 14.3 m
うち1栓同時使用 14.3 m 3.264 1.507

2栓同時使用 m
3栓同時使用 m

16 ㎜の延長 m
うち1栓同時使用 m

2栓同時使用 m
3栓同時使用 m

20 ㎜の延長 36.6 m
うち1栓同時使用 m

2栓同時使用 m
3栓同時使用 36.6 m 8.041 1.910

25 ㎜の延長 m
うち1栓同時使用 m

2栓同時使用 m
3栓同時使用 m
4栓同時使用 m

30 ㎜の延長 m
うち1栓同時使用 m

2栓同時使用 m
3栓同時使用 m
4栓同時使用 m

11.305

給水器具
(分岐から末端水
栓までの経路上)

口径(mm)
同時使用
水栓数

損失水頭 流速（m/s）

チーズ（分岐　塩ビ
管）

20 3 0.110 1.910

エルボ（塩ビ管） 20 3 0.110 1.910
エルボ（塩ビ管） 20 3 0.110 1.910
エルボ（塩ビ管） 20 3 0.110 1.910
給水栓 13 1 0.685 1.507

　   
　   
　   
　   
　   
　   
　   
　   
　   
　   
　   
　   
　   
　   
　   
　   

量水器（直線流羽
車）

20 3 1.977 1.910

直結止水栓 20 3 0.439 1.910
ボール止水栓 20 3 0.439 1.910
サドル分水栓 20 3 0.439 1.910

4.420

判定結果

総損失水頭 0.262 Mpa

※一栓当たり使用水量12L/minの想定

工事事業者：〇〇　〇〇

最大流速 1.9 m/s

OK

2m/sec以内で問題なし

11



集合住宅（テナント）
給水装置工事明細書作図

参考

12



様 ２ 号様式 収受 年 月 日 第

給水装置工事明細書

案内図

着工日 年 月 日 年 月 日竣工日

使用材料（一次側）【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ: 】 使用材料（二次側）

名称・形状等 数量単位 名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 数量 単位

N
N

配水管水圧 Mpa mg/l(ppm)

水栓番号

審査 検査

残留塩素

5
3
5

4
9
3
0

5
3
5

6
0
0
0

側
溝

市
道

幅
員

舗
装

幅
側

溝

DIPT150 DP=900

ｵﾌｾｯﾄ

123456

φ40 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ40 密着ｺｱ

φ150×40 ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ40 PEPｴﾙﾎﾞ

φ40ﾎﾞｰﾙ式止水栓

1号弁筐(給水栓)

1

3

1

3

1

1

個

個

個

個

個

個

個1

φ13ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ13ﾌﾚｷⅠ型

φ13VPｿｹｯﾄ

1

1

1

個

個

個

φ13VP水栓ｿｹｯﾄ

φ13HIVP

舗装復旧工(仮) m22.8

舗装復旧工(本) m25.9

公道PEP布設 φ40 m5.0

宅内PEP布設 φ40 m31.2

φ13水栓柱

1 個

m

1 個

施工箇所

M M M M M M M M M M M M M

201202203205

散水栓 105 103 102 101

206

106

207

107

計画建物

150×40ｻﾄﾞﾙ分水栓
40密着ｺｱ
40EFﾒｰﾀｿｹｯﾄ

40EFｴﾙﾎﾞ×3
40PEP立管0.5
40EFﾒｰﾀｿｹｯﾄ×2
40ﾎﾞｰﾙ式止水栓
1号弁筐(給水栓)

40×20EFﾁｰｽﾞ
20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
20ﾌﾚｷⅠ型
20×13埋設ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
13ﾌﾚｷⅠ型

13散水栓

40EFｵﾈｼﾞ付ｿｹｯﾄ
40埋設ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ
40ﾌﾟﾗｸﾞ

φ40ﾎﾞｰﾙ式止水栓

個1

個1

0.5

4
0
P
E
P

5
.
5

4
0
P
E
P

0
.
7

40PEP 30.0

ｾｷｽｲ

φ40PEPｵﾈｼﾞ付ｿｹｯﾄ

φ40埋設ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ

φ40ﾌﾟﾗｸﾞ

※ 通常の立会いに加えてアパートの場合、主管の洗管・水圧 立会予約を必ずすること。
洗管・水圧確認後にﾒｰﾀを渡すことができます。

主管口径は、どこへ記載しても良いが、
全て新設であれば末端の水栓へ記載したほうが水理計算が確認しやすい。
既設権利がある場合、改造工事でﾒｰﾀ口径変更を伴わない場合、改造工事主管口径30mm以上
の手数料になるため新設もしくは、口径増大、縮小を伴う箇所へ明記すると手数料が有利になる。

取出しφ40mmの場合

13

40×20EFﾁｰｽﾞ 1 個

φ20 ﾌﾚｷⅠ型 1 個

φ40×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓でもOK

20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ 1 個

φ40×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓でもOK



様 ２ 号様式 収受 年 月 日 第

給水装置工事明細書

案内図

着工日 年 月 日 年 月 日竣工日

使用材料（一次側）【配水管埋設深： ｍ、HPPEﾒｰｶｰ: 】 使用材料（二次側）

名称・形状等 数量単位 名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 数量 単位

N
N

配水管水圧 Mpa mg/l(ppm)

水栓番号

審査 検査

残留塩素

5
3
5

4
9
3
0

5
3
5

6
0
0
0

側
溝

市
道

幅
員

舗
装

幅
側

溝

DIPT150 DP=900

ｵﾌｾｯﾄ

123456

φ50 HPPE用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ50 密着ｺｱ

φ150×50 ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ50 HPPEベンド片受

φ50ﾎﾞｰﾙ式止水栓

1号弁筐(給水栓)

1

3

1

3

1

1

個

個

個

個

個

個

φ13ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ13ﾌﾚｷⅠ型

φ13VPｿｹｯﾄ

1

1

1

個

個

個

φ13VP水栓ｿｹｯﾄ

φ13HIVP

舗装復旧工(仮) m22.8

舗装復旧工(本) m25.9

公道HPPE布設 φ50 m5.0

宅内HPPE布設 φ50 m31.2

φ13水栓柱

1 個

m

1 個

施工箇所

M M M M M M M M M M M M M

201202203205

散水栓 105 103 102 101

206

106

207

107

計画建物

150×50ｻﾄﾞﾙ分水栓
50防食ｺｱ
50HPPEﾒｰﾀｿｹｯﾄ

50HPPEﾍﾞﾝﾄﾞ片受×3
50HPPE立管0.5
50HPPEﾒｰﾀｿｹｯﾄ×2
50ﾎﾞｰﾙ式止水栓
1号弁筐(給水栓)

50×20ｻﾄﾞﾙ分水栓
20ﾌﾚｷⅠ型
20×13埋設ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
13ﾌﾚｷⅠ型

13散水栓

50HPPEｵﾈｼﾞ付ｿｹｯﾄ
50埋設ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ
50ﾌﾟﾗｸﾞ

φ50HPPEｵﾈｼﾞ付ｿｹｯﾄ

φ50埋設ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ

個1

個1

0.5

5
0
H
P
P
E

5
.
5

5
0
H
P
P
E

0
.
7

50HPPE 30.0

ｾｷｽｲ

※1 50mmの場合、ｴﾙﾎﾞの使用は認めていない
90°を使用する際はHPPEﾍﾞﾝﾄﾞ片受 or HPPEﾍﾞﾝﾄﾞ両受
どちらかを使用すること

※2 50mmの場合、JWとAWの規格がありJW規格を使用すること。外径が異なるため注意！
表記は「HPPE」
それぞれのﾒｰﾀへの分岐は、ｻﾄﾞﾙ分水栓とすること。

※3 50mm使用時においてｴﾙﾎﾞ、AW管(ﾁｰｽﾞ分岐を除く)を使用した際はやり直し！！

φ50ﾌﾟﾗｸﾞ

※4 通常の立会いに加えてアパートの場合、主管の洗管・水圧 立会予約を必ずすること。
洗管・水圧確認後にﾒｰﾀを渡すことができます。

取出しφ50mmの場合

14

φ50×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓 1 個

φ20 ﾌﾚｷⅠ型 1 個



様 ２ 号様式 収受 年 月 日 第

給水装置工事明細書

案内図

着工日 年 月 日 年 月 日竣工日

使用材料（一次側）【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ: 】 使用材料（二次側）

名称・形状等 数量単位 名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 数量 単位

N
N

配水管水圧 Mpa mg/l(ppm)

水栓番号

審査 検査

残留塩素

5
3
5

4
9
3
0

5
3
5

6
0
0
0

側
溝

市
道

幅
員

舗
装

幅
側

溝

DIPT150 DP=900

ｵﾌｾｯﾄ

123456

φ25 ﾌﾚｷⅠ型

φ25 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ40×25 PEP異形ﾁｰｽﾞ

1

1

1 個

個

個

φ複式20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ20ﾌﾚｷⅠ型

φ20VPﾕﾆｿｹ

1

1

1

個

個

個

φ20XPEP変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

φ20×13XPEPﾁｰｽﾞ

φ13XPEP水栓ｴﾙﾎﾞ

φ給水ﾍｯﾀﾞｰ 13×5P

φ20XPEP

φ13混合水栓

φ13ｼｬﾜｰ水栓

舗装復旧工(仮)

舗装復旧工(本)

公道PEP布設 φ

宅内PEP布設 φ

φ13XPEP

2 個

1 個

1 個

1 個

1 個

1 個

2 個

φ13洗濯機用単水栓

φ13ﾛｰﾀﾝｸｱﾝｸﾞﾙ止水

φ13ﾛｰﾀﾝｸﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ

φ13給湯用

φ13立水栓ｱﾝｸﾞﾙ止水

1 個

1 個

1 個

1 個

4.7 m

20.8 m

施工箇所

M M M M M M M M M M M M M

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

専用庭

玄関

WC

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

専用庭

玄関

WC

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

専用庭

玄関

WC

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

専用庭

玄関

WC

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

専用庭

玄関

WC

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

専用庭

玄関

WC

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

玄関

WC

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

玄関

WC

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

玄関

WC

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

玄関

WC

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

玄関

WC

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

玄関

WC

屋内配管13XPEP

2
0
X
P
E
P
4
.
1

1.5

1.8

5.8

2.5

7.7

13給湯器用ﾊﾞﾙﾌﾞ

13XPEP+1.5

40×25EFﾁｰｽﾞ
25ﾌﾚｷⅠ型
20複式ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
20ﾌﾚｷⅠ型

201202203205

散水栓 105 103 102 101

206

106

207

107

防寒装置φ13φ20 20.8 m

逆止付ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ

M M

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

専用庭

玄関

WC

屋内配管13XPEP

2
0
X
P
E
P
4
.
1

1.5

1.8

5.8

2.5

7.7

13給湯器用ﾊﾞﾙﾌﾞ

13XPEP+1.5

拡大図

各部屋申請図面

ｻﾄﾞﾙ分岐でもOK

ｻﾄﾞﾙ分岐でもOK

15



様 ２ 号様式 収受 年 月 日 第

給水装置工事明細書

案内図

着工日 年 月 日 年 月 日竣工日

使用材料（一次側）【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ: 】 使用材料（二次側）

名称・形状等 数量単位 名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 数量 単位

N
N

配水管水圧 Mpa mg/l(ppm)

水栓番号

審査 検査

残留塩素

5
3
5

4
9
3
0

5
3
5

6
0
0
0

側
溝

市
道

幅
員

舗
装

幅
側

溝

DIPT150 DP=900

ｵﾌｾｯﾄ

123456

個

個

個

個

個

個

個

舗装復旧工(仮) m2

舗装復旧工(本) m2

公道PEP布設 φ m

宅内PEP布設 φ m

施工箇所

M M M M M M M M M M M M M

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

専用庭

玄関

WC

ﾎｰﾙ

玄関

PS

洋室

LDK
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1
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個

個
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φ20XPEP変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

φ20×13XPEPﾁｰｽﾞ

φ13XPEP水栓ｴﾙﾎﾞ

φ給水ﾍｯﾀﾞｰ 13×5P
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1 個

1 個

1 個

4.7 m

20.8 m
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20XPEP3.0

2階へ

1階より20XPEP +3.0

防寒装置φ13φ20

φ13混合水栓

φ13ｼｬﾜｰ水栓

2 個

1 個

1 個

1 個

1 個

1 個

2 個

φ13洗濯機用単水栓

φ13ﾛｰﾀﾝｸｱﾝｸﾞﾙ止水
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φ13給湯用

φ13立水栓ｱﾝｸﾞﾙ止水

逆止付ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ
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屋内配管13XPEP
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13給湯器用ﾊﾞﾙﾌﾞ
13XPEP+1.5

20XPEP3.0

2階へ

拡大図

5.0

7
.
7

3.5 5.0

2
0
X
P
E
P

4
.
1

1階より20XPEP +3.0

1.5

各部屋申請図面
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様 ２ 号様式 収受 年 月 日 第

給水装置工事明細書

案内図

着工日 年 月 日 年 月 日竣工日

使用材料（一次側）【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ: 】 使用材料（二次側）

名称・形状等 数量単位 名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 数量 単位

N
N

配水管水圧 Mpa mg/l(ppm)

水栓番号

審査 検査

残留塩素

5
3
5

4
9
3
0

5
3
5

6
0
0
0

側
溝

市
道

幅
員

舗
装

幅
側

溝
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13XPEP+1.5

3.5 5.0

2
0
X
P
E
P
4
.
1

φ複式20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
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個

φ20XPEP変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

φ20×13XPEPﾁｰｽﾞ

φ13XPEP水栓ｴﾙﾎﾞ

φ給水ﾍｯﾀﾞｰ 13×5P
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20XPEP3.0

2階へ

1階より20XPEP +3.0

拡大図

①

②

③

3.0 4.0 3.0 4.0 3.0 4.5

5
.
5

40PEP
L=3.0+4.0+3.0+4.0+3.0+4.5+5.0=21.5m

1

3

1

3

1

1

個

個

個

個

個

個

舗装復旧工(仮) m22.8

舗装復旧工(本) m25.9

m5.0

m24.5

個1

個1

φ25 ﾌﾚｷⅠ型

φ25 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ40×25 PEP異形ﾁｰｽﾞ

1

1

1 個

個

個φ40 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ40 密着ｺｱ

φ150×40 ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ40 PEPｴﾙﾎﾞ

φ40ﾎﾞｰﾙ式止水栓

1号弁筐(給水栓)

φ40PEPｵﾈｼﾞ付ｿｹｯﾄ

φ40埋設ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ

φ40ﾌﾟﾗｸﾞ

公道PEP布設 φ40

宅内PEP布設 φ40

水理計算用図面 アパート

2.01.0

A

B

C

D E F G H I

J
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前橋市水道局給水装置工事設計施工指針

直結直圧方式集合住宅
給水装置の設計

※青色セル：入力要

【総水栓の設定】 参考シート参照※１ 【同時使用の水栓の設定】 参考シート参照※２

同時使用率 3 栓を想定
水栓数 使用水量 使用水量小計 水栓数 使用水量 使用水量小計

（箇所） （L/min) （L/min) （箇所） （L/min) （L/min)

台所流し 1 12 12 台所流し 1 12 12
洗濯流し 1 12 12 洗濯流し 1 12 12
洗面器 1 12 12 洗面器 12
浴槽（和式） 浴槽（和式）
浴槽（洋式） 浴槽（洋式）
シャワー 1 12 12 シャワー 1 12 12
小便器（洗浄水槽） 小便器（洗浄水槽）
小便器（洗浄弁） 小便器（洗浄弁）
大便器（洗浄水槽） 大便器（洗浄水槽）
大便器（洗浄弁） 1 12 12 大便器（洗浄弁） 12
手洗器 手洗器
消火栓（小型） 消火栓（小型）
散水 散水
洗車 洗車

合計 5 60 同時使用の水栓数 3 1戸の設計水量 36

【緒元】（戸数から同時使用水量を算定）
集合住宅の戸数 12 戸
全体の設計水量 100.4 L/min 参考シート参照※３

現地最小動水圧 0.4 ＭＰａ

【各戸メーターの管径】
Ｑ：設計水量 0.0006 m3/s
Ｖ：流速 2 m/sと設定

管径想定値 20 mm 各戸メータの管径を 20 mmと仮設定

【給水主管の管径】
Ｑ：設計水量 0.001673 m3/s
Ｖ：流速 2 m/sと設定

管径想定値 33 ㎜ 給水主管の管径を 40 mmと仮設定

【管延長の損失水頭】
管径 区間の流量 区間の流速 動水勾配 管延長 損失水頭

mm(D) L/min m(V) ‰（I) m(L) m(h)

Ａ 13 12 1.506792361 228.251 7.7 1.757533
Ｂ 20 36 1.909859317 219.6942 0.5 0.109847
Ｃ 25 17 0.577201927 21.69808 10.4 0.22566
Ｄ 40 17 0.225469503 2.597998 3 0.007794
Ｅ 40 33 0.437676094 7.895435 4 0.031582
Ｆ 40 50 0.663145596 16.05102 3 0.048153
Ｇ 40 67 0.888615099 26.62532 4 0.106501
Ｈ 40 84 1.114084602 39.50925 3 0.118528
Ｉ 40 100 1.326291192 53.67935 10 0.536794
J    　
K    　

2.942391

用途 用途

A～B

→

記号 管路区間

給水装置設置場所 〇〇町〇-〇

給水装置設置者名 A

→

→
一部屋あたりの設計数量

（二部屋目以降使用） 8.366667 L/min

B～C
C～D
D～E
E～F
F～G
G～H
H～I
Ｉ～Ｊ
Ｊ～Ｋ

K～L

管延長の損失水頭　合計

前橋市HPにて公開している水理計算シートを利用して水理計算をしてください
①（同時使用率１・２F）、②（戸数１・２）、③（居住人数１・２F）のどれか
前橋市の基準を満たすものを提出してもらえればOKです。
配水管の最小動水圧と比較してOKか、最大流速が２．０m/sec未満で問題ないか確認します。

主管流量D～Jを全体の設計水量100.4L/minとしてまとめて計算しても
OKです。 安全側で計算するため

水栓戸数と使用水量を入力
使用水量はシートの参考に記載あります

同時使用率に基づく流量の設定をします。
〇栓を想定となるため、指定された水栓を
一番水圧が必要な個所を起点として選択。

3栓を選択

一番水圧が必要な個所
（ﾍｯﾀﾞｰ先で一番延長があるところ）を起点
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【給水器具の損失水頭】 参考シート参照※４

口径・管径 区間の流量 区間の流速 動水勾配 直管換算延長 損失水頭
mm(D) L/min m(V) ‰（I) m(L) m(h)

Ａ 13 12 1.506792361 228.251 3 0.684753
Ｃ 20 36 1.909859317  － 　
Ｄ 25 17 0.577201927 21.69808 1.2 0.026038

Ｉ～Ｊ 40 100 1.326291192 53.67935 1.6 0.085887
Ｉ～Ｊ 40 100 1.326291192 53.67935 3 0.161038
Ｉ～Ｊ 40 100 1.326291192 53.67935 1.6 0.085887
Ｉ～Ｊ 40 100 1.326291192 53.67935 1.6 0.085887

J 40 100 1.326291192 53.67935 8 0.429435
 　
 　
 　
 　
 　
 　
 　
 　
 　
 　
 　
 　
 　

Ｂ 給水用ヘッダー 13 1
総立上り高（配水管から最高位給水栓までの高さ） 5
末端給水器具の必要圧力 7
給水器具等及び立上がりの損失水頭及び所要水頭　合計 14.55892

【判定】
管延長損失水頭の合計 2.942391 ｍ（h）
給水器具等損失水頭の合計 14.55892 ｍ（h）
全所要水頭 17.50132 m
SI単位に変換して 0.172 MPa

ＯＫ なので 設定の管径とする

最大流速は 1.9099 m/sec 問題なし

記号 給水器具等

給水栓
複式メータユニット

チ－ズ（分岐　ＥＦ接合）

エルボ（ＥＦ接合）
ボール止水栓

エルボ（ＥＦ接合）
エルボ（ＥＦ接合）

サドル分水栓

配水管の最小動水圧と比較して

主管としてのﾁｰｽﾞは損失を考えなくてもOK。各ﾁｰｽﾞ材料は、入れなくてもよい。
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私子メータ→局子メータへの申請

「直結増圧給水」及び「受水槽」の先のみ該当
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

条件

M
受水槽

ﾎﾟﾝﾌﾟ

M

受水槽

ﾎﾟﾝﾌﾟ

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

エ
レ
ベ
|
タ
|

101 102 103 104 105 106

201 202 203 204 205 206

301 302 303 304 305 306

406405404403402401

【系統図】

【平面図】

親 101 102 103 104 105 106

201 202 203 204 205 206

301 302 303 304 305 306

406405404403402401

私子メータ→局メータ
給水管親メータ分作図例

親メータ分作図例

※申請に併せて、私メータから局メータへ変更する際
の誓約書を申請時に提出すること
様式については、水道整備課 給水装置係 窓口へ確認すること

親メータがの申請だと分かるように示す
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

条件

受水槽

ﾎﾟﾝﾌﾟ

エ
レ
ベ
|
タ
|

101 102 103 104 105 106

201 202 203 204 205 206

301 302 303 304 305 306

406405404403402401

【１F平面図】

私子メータ→局メータ
子メータ分作図例
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玄関
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ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

玄関

WC

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

玄関

WC

洋室

LDK

ｲﾝﾅｰﾃﾗｽ

玄関

WC

屋内配管13XPEP

2
0
X
P
E
P
4
.
1

1.5

5.8

2.5

7.7

M

ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内詳細図

立
管

給
湯
器

φ20ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ用ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅡ
φ20鋼管ｴﾙﾎﾞ
φ20ﾆｯﾌﾟﾙ(ﾃｰﾊﾟ-×平行ｵﾈｼﾞ)

Ｍ

単式逆止弁直結止水栓

φ20ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ用ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ20ﾌﾚｷⅡ

φ20鋼管ｴﾙﾎﾞ

φ20ﾆｯﾌﾟﾙ(ﾃｰﾊﾟ-×平行ｵﾈｼﾞ)

1
2
1

2

個

個

個

個

新設ﾒｰﾀ

ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ用ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄへするか
伸縮式直結止水栓＋局子メータ＋単式逆止弁の形状を作ることが条件

※局メータ（金門ｵﾈｼﾞ×金門ｵﾈｼﾞ）

PS

使用材料を記載すること

該当の部屋を判別できるよう
に明記する

子メータ分作図例
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申請作図
施工例
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

DIP100 DP=0.9m

M

φ100×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓
φ20 密着ｺｱ
φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20PEP L=4.0m
φ20PEPｴﾙﾎﾞ×2
φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

No.1

φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20 密着ｺｱ

φ100×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ20PEPｴﾙﾎﾞ

φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓

止水栓筐(小)

φ20ﾌﾚｷⅡ型

公道PEP

民地PEP

1
2

1

2

1
1

個

個

個

個

個

個

個

1.0

3.0 m

m

1

新設ｻﾄﾞﾙ分岐

内線

φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ20ﾌﾚｷⅠ型

φ20VPﾕﾆｿｹ

φ20×13 立水栓

1
1

1

1

個

個

個

個

条件

ｻﾄﾞﾙ分岐申請図面作図例
分岐口径φ20～40

取出し後、ﾌﾚｷ使用可

30cm以上 30cm以上

本管受口より端端で最低30cm以上の離隔をとること既設取出しと端端で30cm以上の離隔をとること

M

※DIP、鋼管(VLP,VD,PDなど）からの取出しの場合、
密着ｺｱを入れること
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.2

DIP100 DP=1.2m

M
B

φ100×50 ｻﾄﾞﾙ分水栓
φ50 密着ｺｱ
φ50 HPPE用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ50HPPE L=4.0m
φ50HPPEﾍﾞﾝﾄﾞ90°両受×2
φ50HPPE用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
φ50ﾎﾞｰﾙ式止水栓
1号弁筐(給水栓)

φ50ﾌﾚｷⅡ型
φ50SPｼﾓｸ
φ50ﾒｰﾀﾊﾞｲﾊﾟｽﾕﾆｯﾄ（逆止弁付）
φ50SPｼﾓｸ
φ50ﾌﾚｷⅠ型
φ50VPﾕﾆｿｹ
φ50×20 VP異経ｿｹｯﾄ
φ20×13 立水栓

内線

φ50 HPPE用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ50 密着ｺｱ

φ100×50 ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ50HPPE ﾍﾞﾝﾄﾞ90°両受

φ50ﾎﾞｰﾙ式止水栓

1号弁筐(給水栓)

φ50ﾌﾚｷⅡ型

公道PEP

民地PEP

1
2

1

2

1
1

個

個

個

個

個

個

個

1.0

3.0 m

m

1

φ50ﾒｰﾀﾊﾞｲﾊﾟｽ(逆止弁付)

φ50ﾌﾚｷⅠ型

φ50VPﾕﾆｿｹ

φ20×13 立水栓

1
1

1

1

個

個

個

個

φ50SPｼﾓｸ 個1

φ50SPｼﾓｸ

φ50×20 VP異経ｿｹｯﾄ 1

1

個

個

※φ50mmは、ISO規格外径の材料を使用すること
積水化学では、JW規格を使用すること

※ｴﾙﾎﾞは使用せず、ﾍﾞﾝﾄﾞ90°を使用すること

条件

取出し後、ﾌﾚｷ使用可

角度90° 45° 22° 1/2 11°1/4

こちらは使用しないこと ﾍﾞﾝﾄﾞを使用すること

φ50m取出し作図・施工例
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.3

M

φ25 ﾈｵSKｿｹｯﾄ×2(圧着保護)
φ25 SKXｿｹｯﾄ×2(PEP×VP)
φ25×20 SKXﾒﾈｼﾞ付ﾁｰｽﾞ
φ20六角ﾆｯﾌﾟﾙ
φ20ｹﾞｰﾄﾊﾟﾙﾌﾞ
φ20PEP用ｵﾈｼﾞ付ｿｹｯﾄ
φ20PEP L=4.0m

圧着保護は、Hi-LAｿｹｯﾄ or 補修ﾊﾞﾝﾄﾞでもOK

φ20PEPｴﾙﾎﾞ×2
φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

ﾁｰｽﾞ取出し施工・作図例
SKXﾒﾈｼﾞ付ﾁｰｽﾞ

SKXﾁｰｽﾞ両側へ0.5m程度PEPを延長する（本管VPの場合、HIVPでも可)

施行できるならSKXﾁｰｽﾞを本管へ直付けでもOK

圧着保護 圧着保護

内線

φ25 ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)

φ25 SKXｿｹｯﾄ(PEP×VP)

φ25×20 SKXﾒﾈｼﾞ付ﾁｰｽﾞ

φ20PEP用ｵﾈｼﾞ付ｿｹｯﾄ

φ20ｹﾞｰﾄﾊﾟﾙﾌﾞ

φ20PEPｴﾙﾎﾞ

φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓

止水栓筐(小)

φ20ﾌﾚｷⅡ型

φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ20ﾌﾚｷⅠ型

φ20VPﾕﾆｿｹ

φ20×13 立水栓

公道PEP φ20mm

民地PEP φ20mm

2

2
1

1

1

1

2

1
1
1

1

1
1

1

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

1.0

3.0 m

m

φ20六角ﾆｯﾌﾟﾙ

1 個

VP25

公道PEP φ25mm 1.0 m

条件

※本管VP30mmの場合
VP30×20のｻﾄﾞﾙあり

該当管種・口径
PP20～30mm
VP20～25mm等

SKX(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS)×VP)

SKX(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS)×VP)
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

VP25mm DP=0.9m

M

φ25 ﾈｵSKｿｹｯﾄ×2(圧着保護)
φ25 SKXｿｹｯﾄ×2(PEP×VP)
φ25×20 PEP異経ﾁｰｽﾞ
φ20PEP用ｵﾈｼﾞ付ｿｹｯﾄ×2
φ20ｹﾞｰﾄﾊﾟﾙﾌﾞ
φ20PEP L=4.0m

圧着保護は、Hi-LAｿｹｯﾄ or 補修ﾊﾞﾝﾄﾞでもOK

φ20PEPｴﾙﾎﾞ×2
φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

φ25 ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)

φ25 SKXｿｹｯﾄ(PEP×VP)

φ25×20 PEP異経ﾁｰｽﾞ

φ20PEP用ｵﾈｼﾞ付ｿｹｯﾄ

φ20ｹﾞｰﾄﾊﾟﾙﾌﾞ

φ20PEPｴﾙﾎﾞ

φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓

止水栓筐(小)

φ20ﾌﾚｷⅡ型

φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ20ﾌﾚｷⅠ型

φ20VPﾕﾆｿｹ

φ20×13 立水栓

公道PEP

民地PEP

2

2

2

1

1
2

1

1

1

1

1

1
1

1

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

1.0

3.0 m

m

※本管VP30mmの場合
VP30×20のｻﾄﾞﾙあり

該当管種・口径
PP20～30mm
VP20～25mm等

※公道10m以上布設する場合は、
取出し後すぐにﾎﾞｰﾙ式止水栓を設置すること。

PEPφ25 PEPφ25

PEPφ20

No.4

ﾁｰｽﾞ取出し施工例
PEPﾁｰｽﾞ

条件
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

VP50mm DP=0.9m

M
B

φφ50×φ40不断水割T字管 ﾊﾞﾙﾌﾞ付(ﾈｼﾞ型)VP用
φ40PEP用ｵﾈｼﾞ付ｿｹｯﾄ

φ40PEPｴﾙﾎﾞ×2
φ40PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
φ40ﾎﾞｰﾙ式止水栓
1号弁筐(給水栓)
φ40ﾌﾚｷⅡ型
φ40ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ40ﾌﾚｷⅠ型
φ40VPﾕﾆｿｹ
φ40×20異経ｿｹｯﾄ
φ40×13 立水栓

φ40PEP用ｵﾈｼﾞ付ｿｹｯﾄ

φ40PEPｴﾙﾎﾞ

φ40PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ40ﾎﾞｰﾙ式止水栓

1号弁筐(給水栓)

φ40ﾌﾚｷⅡ型

φ40ﾒｰﾀﾊﾞｲﾊﾟｽﾕﾆｯﾄ

φ40ﾌﾚｷⅠ型

φ40VPﾕﾆｿｹ

φ20×13 立水栓

公道PEP φ40

民地PEP φ40

1

1

2

1

1

1
1

1
個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

1.0

3.0 m

m

不断水割T字管
による取出し施工例
本管VP50mm 分岐管40mm

※公道10m以上布設する場合は、
取出し後すぐにﾎﾞｰﾙ式止水栓を設置すること。

P
E
P
φ

4
0

3
.
0

No.5

φ50×φ40不断水割T字管
ﾊﾞﾙﾌﾞ付(ﾈｼﾞ型)VP用

φ40SPｼﾓｸ 1 個

φ40SPｼﾓｸ 1 個

φ40×20 VP異経ｿｹｯﾄ

1
1

1

個1

条件
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

DIP100mm DP=0.9m

φ100×φ75不断水割T字管 ﾊﾞﾙﾌﾞ付DIP用
φ75HPPE用EFﾌﾗﾝｼﾞ短管

φ75HPPE用EFﾌﾗﾝｼﾞ短管

φ75HPPEﾍﾞﾝﾄﾞ90°片受

φ75ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁

1号弁筐(給水栓)

φ75ﾒｰﾀﾊﾞｲﾊﾟｽﾕﾆｯﾄ(逆止弁なし)

公道HPPE φ75

民地HPPE φ75

4

1

2

1
1

1個

個

個

個

個

個

個

個

個

1.0

3.0 m

m

不断水割T字管による
取出し、ﾒｰﾀﾊﾞｲﾊﾟｽﾕﾆｯﾄ
申請作図例
分岐管φ75mm

HPPEφ75
3.0

No.6

φ100×φ75不断水割T字管
ﾊﾞﾙﾌﾞ付DIP用

1 個

1
1

1

個1

※1次側ﾌﾗﾝｼﾞ部は、GFﾊﾟｯｷﾝを使用すること

M
B

内線

φ75HPPE用EFﾌﾗﾝｼﾞ短管×2
φ75HPPEｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁
1号弁筐(給水栓)

φ75HPPEﾍﾞﾝﾄﾞ90°片受×2
φ75HPPE立管0.5

φ75ﾒｰﾀﾊﾞｲﾊﾟｽﾕﾆｯﾄ(逆止弁なし）

φ75HPPE用EFﾌﾗﾝｼﾞ短管

φ75ﾌﾗﾝｼﾞ短管 L=500

φ75逆止弁ﾎﾞｯｸｽ
φ75ﾊﾞﾈ式逆止弁
φ75短面管ﾌﾗﾝｼﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ
φ75HPPEﾌﾗﾝｼﾞ短管

φ75HPPEﾍﾞﾝﾄﾞ片受×2
φ75HPPEﾌﾗﾝｼﾞ短管

維持管理を考慮し、逆止弁の2次側に
ﾊﾞﾙﾌﾞを設置するのが望ましい

※ﾒｰﾀ1次側、2次側の立上げ部をDIPにしてもOK

1次側

2次側

φ75ﾌﾗﾝｼﾞ短管(L=500)

φ75逆止弁ﾎﾞｯｸｽ

φ75ﾊﾞﾈ式逆止弁

φ75短面管ﾌﾗﾝｼﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

φ75HPPEﾌﾗﾝｼﾞ短管

φ75HPPEﾍﾞﾝﾄﾞ片受 個1

2次側内線材料を記載

官民境界

条件
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.7

VP50 DP=0.9m

M

φ50×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓
φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20PEP L=4.0m
φ20PEPｴﾙﾎﾞ×2
φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

取出し直し
同時撤去
既設管ﾁｰｽﾞ
圧着後ﾁｰｽﾞ撤去の場合

M

水道番号:123456

ﾁｰｽﾞ撤去材料
φ50 ﾈｵSKｿｹｯﾄ×2(圧着保護)
φ50 Hi-LA×2
φ50 HIVP L=1.0m

圧着保護は、Hi-LAｿｹｯﾄ or 補修ﾊﾞﾝﾄﾞでもOK

既設取出しﾁｰｽﾞ撤去

既設管との接続は、SKXでもOK

HIVP 1.0m

φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ50×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ20PEPｴﾙﾎﾞ

φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓

止水栓筐(小)

φ20ﾌﾚｷⅡ型

φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ20ﾌﾚｷⅠ型

φ20VPﾕﾆｿｹ

φ20×13 立水栓

公道PEP

民地PEP

2

1

2

1

1

1

1
1

1

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

1.0

3.0 m

m

1

2 個

工事内容
ﾁｰｽﾞ撤去→直管へ
布設替した直管部よりｻﾄﾞﾙにて取出し 30cm以上 30cm以上

既設管の接続箇所とｻﾄﾞﾙの端端で30cm以上の離隔をとること

ﾁｰｽﾞ撤去：枝部でｷｬｯﾌﾟ止めとせず、
ﾁｰｽﾞ部材全てを取除き、直管 or 曲管にて
分岐がない材料へ布設替えをすること。

条件

φ50 ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)

φ50 Hi-LA

φ50 HIVP 1.0 m

2 個
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.8

VP50 DP=0.9m

M

φ50×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓
φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20PEP L=4.0m
φ20PEPｴﾙﾎﾞ×2
φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

取出し直し
同時撤去
既設管VPﾁｰｽﾞ
ﾌｸﾛｼﾞｮｲﾝﾄによる撤去の場合

M

水道番号:123456

φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ50×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ20PEPｴﾙﾎﾞ

φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓

止水栓筐(小)

φ20ﾌﾚｷⅡ型

φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ20ﾌﾚｷⅠ型

φ20VPﾕﾆｿｹ

φ20×13 立水栓

公道PEP

民地PEP

2

1

2

1

1

1

1
1

1

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

1.0

3.0 m

m

1

φ50 ﾌｸﾛｼﾞｮｲﾝﾄ 1 個

30cm以上

ﾌｸﾛｼﾞｮｲﾝﾄとｻﾄﾞﾙの端端で30cm以上の離隔をとること

※ﾁｰｽﾞ撤去後、既設VP50任意の位置より取出し可

ﾁｰｽﾞ撤去：枝部根本を切断後、
ﾌｸﾛｼﾞｮｲﾝﾄをｽﾗｲﾄﾞして止水する

条件

閉栓材料
φ50 ﾌｸﾛｼﾞｮｲﾝﾄ

※一時水が出る状況になります。

※KTﾁｰｽﾞや鋼管ﾁｰｽﾞなどはﾌｸﾛｼﾞｮｲﾝﾄをｽﾗｲﾄﾞすることができないため、
圧着によりﾁｰｽﾞ部材を撤去し、直管へ布設替えをしてください。

切断

枝管切断
ﾌｸﾛｼﾞｮｲﾝﾄをｽﾗｲﾄﾞして設置

ﾌｸﾛｼ
ﾞｮｲﾝ

ﾄをｽﾗｲﾄ
ﾞして枝部の止水をする

※VP40mm～材料あり
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.9-1

DIP100 DP=0.9m

M

φ100×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓
φ20 密着ｺｱ
φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20PEP L=4.0m
φ20PEPｴﾙﾎﾞ×2
φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20 密着ｺｱ

φ100×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ20PEPｴﾙﾎﾞ

φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓

止水栓筐(小)

φ20ﾌﾚｷⅡ型

φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ20ﾌﾚｷⅠ型

φ20VPﾕﾆｿｹ

φ20×13 立水栓

公道PEP

民地PEP

1

2

1

2
1
1

1

1

1
1

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

1.0

3.0 m

m

共有管元閉栓、取出直し
取出しと同時撤去、複数権利あり
同一場所、同一所有者

M

1

M

水道番号:111111 口径増大
(水道番号:222222 加入金充当廃止)

口径増大にて222222の権利を充当廃止する場合、申請時廃止届を提出すること。
また、完成時水道番号:222222の元撤去図面を残すため
完成書類提出時に水道番号:222222の申込書、給水装置工事明細書を提出する。（手数料なし）

φ20ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ

φ20ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ 1 個

次ページ工事明細書参考図

111111

水道番号:111111 水道番号:222222

※同時撤去にて権利が残る場合は、残る水道番号にて撤去の申請(手数料あり)が必要となります。
※所有者が違う場合、給水装置所在地が違う場合、それぞれ申請(手数料あり)が必要となります。

条件

20LP

申請図面
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.9-2

条件

DIP100 DP=0.9m

完成時提出図
同時撤去、複数権利あり
共有管閉栓図
加入金充当廃止部

M

水道番号:111111
水道番号:222222

M

222222

φ20ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ

φ20ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ 1 個

※完成時、この工事明細書と工事申込書を添えて提出すること
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.10-1

条件

DIP100 DP=0.9m

M
φ100×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓
φ20 密着ｺｱ
φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20PEP L=4.0m
φ20PEPｴﾙﾎﾞ×2
φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

m

取出直し
取出しと同時撤去、複数権利あり
取出し複数の場合
権利充当

M

水道番号:111111
水道番号:222222

M

水道番号:111111 口径増大
(水道番号:222222 加入金充当廃止)

111111

φ20ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ φ20ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ

φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20 密着ｺｱ

φ100×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ20PEPｴﾙﾎﾞ

φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓

止水栓筐(小)

φ20ﾌﾚｷⅡ型

φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ20ﾌﾚｷⅠ型

φ20VPﾕﾆｿｹ

φ20×13 立水栓

公道PEP

民地PEP

1

2

1

2
1
1

1

1

1
1

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

1.0

3.0 m

m

1

φ20ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ 2 個

※所有者が違う場合、給水装置所在地が違う場合、それぞれ申請(手数料あり)が必要となります。

口径増大にて222222の権利を充当廃止する場合、申請時廃止届を提出すること。
また、完成時水道番号:222222の元撤去図面を残すため
完成書類提出時に水道番号:222222の申込書、給水装置工事明細書を提出する。（手数料なし）

次ページ工事明細書参考図
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.10-2

条件

DIP100 DP=0.9m
M M

φ20ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ φ20ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ

222222

φ20ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ 1 個

水道番号:111111

水道番号:222222

完成時提出図
同時撤去、複数権利あり
共有管閉栓図
加入金充当廃止部

※完成時、この工事明細書と工事申込書を添えて提出すること
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.11

条件

既設管利用
止水栓なし（乙止水栓なし）

DIP100 DP=0.9m

M

既設φ20PP

既設PP管利用

M

φ20ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)
φ20Hi-LA
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

既設φ20VP

既設VP管利用

φ20ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)
φ20ﾎﾟﾘ止水ｿｹ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓 M

φ20SKX(LP×VP)
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

既設φ20LP

既設LP管利用

※既設鉛管を切って水を出しっぱなしで
SKX～ﾎﾞｰﾙ式止水栓までを取り付ける
既設鉛管使用する誓約書を申請時提出すること

※既設管圧着施工※既設管圧着施工

※水が出た状態で施工が困難な場合は、
凍結工法により施工も可

使用材料を記載すること

DIP100 DP=0.9mDIP100 DP=0.9m

既設111111 既設111111 既設111111

111111

36



DIP100 DP=0.9m

M

φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

既設権利
水道番号:111111
水道番号:222222

水道番号:111111 口径増大
(水道番号:222222 加入金充当廃止)

共有管既存取出し再利用
複数権利あり
権利充当

既設φ20PP

様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.12-1

DIP100 DP=0.9m

既設φ20PP

M

M

水道番号：111111

水道番号：22222

条件

既設 申請図面

※所有者が違う場合、給水装置所在地が違う場合、それぞれ申請(手数料あり)が必要となります。

口径増大にて222222の権利を充当廃止する場合、申請時廃止届を提出すること。
また、完成時水道番号:222222の元撤去図面を残すため
完成書類提出時に水道番号:222222の申込書、給水装置工事明細書を提出する。（手数料なし）

次ページ工事明細書参考図

111111

再利用

φ20ﾌﾚｷⅡ型 1 φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ20ﾌﾚｷⅠ型

φ20VPﾕﾆｿｹ

φ20×13 立水栓

1

1
1

1

個

個

個

個

個
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.12-2

条件

222222

DIP100 DP=0.9m

既設権利
水道番号:222222

既設φ20PP

φ20ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ

取出しについては、111111で利用

文言を入れて下さい

完成時提出図
同時撤去、複数権利あり
既存管再利用
加入金充当廃止

φ20ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ 1 個

※完成時、この工事明細書と工事申込書を添えて提出すること
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.13

条件

給水管共有管分岐元閉栓①

VP50

M

φ100×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓
φ20 密着ｺｱ
φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20PEP L=4.0m
φ20PEPｴﾙﾎﾞ×2
φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20 密着ｺｱ

φ100×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ20PEPｴﾙﾎﾞ

φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓

止水栓筐(小)

φ20ﾌﾚｷⅡ型

公道PEP

民地PEP

1

2

1

2
1
1

個

個

個

個

個

個

個

1.0

3.0 m

m

1

111111

222222

333333

M

M

M

【使用中】

【撤去】

【移設】

VP30

圧着する場合は
圧着保護を入れること

ﾁｰｽﾞ撤去材料
φ30 ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)
φ30 Hi-LA×2
φ30 HIVP L=0.5m

ﾁｰｽﾞ撤去材料
φ30 ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)
φ30 Hi-LA×2
φ30 VPｴﾙﾎﾞ
φ30×13 異形ｿｹｯﾄ
φ30 HIVP L=0.5m

※ﾁｰｽﾞ撤去→直管へ布設替えすること
末端の撤去においては、使用中の家の分岐材料ﾁｰｽﾞをｴﾙﾎﾞへ布設替えすること

111111

φ30 ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)

φ30 Hi-LA

護)

φ30 VPｴﾙﾎﾞ

φ30 HIVP

2 個

4 個

1 個

1.0 m

※既設管との接続は、糊付けとせずHi-LAやSKXにて接続すること

撤去材料を記載してください
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.14

条件

給水管共有管分岐元閉栓②

VP50

M

φ100×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓
φ20 密着ｺｱ
φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20PEP L=4.0m
φ20PEPｴﾙﾎﾞ×2
φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

222222

M

M

【使用中】

【移設】

VP30

原則はﾁｰｽﾞをｴﾙﾎﾞへ布設替え
ﾁｰｽﾞ撤去材料
φ30 ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)
φ30 Hi-LA×2
φ30 HIVP L=0.5m

※原則ﾁｰｽﾞ撤去→直管へ布設替えすること
末端の撤去においては、使用中の家の分岐材料ﾁｰｽﾞをｴﾙﾎﾞへ布設替えすること

※既設管との接続は、糊付けとせずHi-LAやSKXにて接続すること

撤去材料
φ30ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)
φ30SKXﾊﾟｲﾌﾟｴﾝﾄﾞ

※塩ビｷｬｯﾌﾟ等 糊付けでの閉栓としないこと

やむをえず民民境界にて
閉栓をする場合

ﾁｰｽﾞ撤去材料
φ30 ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)
φ30 Hi-LA
φ30 VD L=0.3m
φ30 鋼管ｷｬｯﾌﾟ

ﾁｰｽﾞ撤去材料
φ30 ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)
φ30 SKXﾊﾟｲﾌﾟｴﾝﾄﾞ

境界

竣工時閉栓位置
ｵﾌｾｯﾄを取ること

φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20 密着ｺｱ

φ100×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ20PEPｴﾙﾎﾞ

φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓

止水栓筐(小)

φ20ﾌﾚｷⅡ型

公道PEP

民地PEP

1

2

1

2
1
1

個

個

個

個

個

個

個

1.0

3.0 m

m

1

φ30 ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)

φ30 SKXﾊﾟｲﾌﾟｴﾝﾄﾞ

1 個

1 個

撤去材料を記載してください

竣工時閉栓位置
ｵﾌｾｯﾄを取ること

境界

やむを得ない事情により
宅内での閉栓方法

40



様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.15

条件

VP50mm片押し管にてﾁｰｽﾞ分岐管撤去
断水ができない場合①

【要協議】

VP50 DP=0.9m

φ50×30 ｻﾄﾞﾙ分水栓
φ30 ﾎﾟﾘ止水ｿｹ

M

水道番号:123456

既設取出しﾁｰｽﾞ撤去

HIVP 1.0m

φ50×30 ｻﾄﾞﾙ分水栓
φ30 ﾎﾟﾘ止水ｿｹ

123456

仮設ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 φ30 L=2.0m

φ
4
0
V
L
P

分岐元へﾊﾞﾙﾌﾞがある場合の閉栓 分岐元へﾊﾞﾙﾌﾞがない場合

既設取出しﾁｰｽﾞ撤去後

HIVP 1.0m

仮設ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管撤去 φ30 L=2.0m

ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ

ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞへﾌﾟﾗｸﾞ
不断水割T字管へﾌﾟﾗｸﾞ

※圧着できる箇所まで掘削
ｻﾄﾞﾙ分水栓×2 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管にて仮設ﾊﾞｲﾊﾟｽ布設
ﾁｰｽﾞ(VLP)撤去後、直管へ
通水後、ﾊﾞｲﾊﾟｽに使用したｻﾄﾞﾙ分水栓へｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ
仮設にて布設したPP管撤去

ﾁｰｽﾞ撤去材料
φ50 ﾈｵSKｿｹｯﾄ×2(圧着保護)
φ50 Hi-LA×2
φ50 HIVP L=1.0m

2 個φ50 ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)

φ50 Hi-LA

φ50 HIVP 1.0 m

2 個

φ50×30 ｻﾄﾞﾙ分水栓(仮設)

φ30 ﾎﾟﾘ止水ｿｹ(仮設)

φ30 PPｴﾙﾎﾞ(仮設)

道路 PP φ30 (仮設)

φ30 ｻﾄﾞﾙｷｬｯﾌﾟ

2 個

2 個

2 個

2 個

2.0 m
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.16

条件

VP50mm片押し管にてﾁｰｽﾞ分岐管撤去
断水ができない場合②

【要協議】

M

水道番号:123456

φ
5
0
V
L
P

分岐元へﾊﾞﾙﾌﾞがある場合の閉栓 分岐元へﾊﾞﾙﾌﾞがない場合

ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞへﾌﾟﾗｸﾞ
不断水割T字管へﾌﾟﾗｸﾞ

φ50管栓帽(鋼管用)
φ50六角ﾆｯﾌﾟﾙ
φ50埋設ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ
φ50ﾌﾟﾗｸﾞ

φ50Hi-LA
φ50VD L=0.2
φ50埋設ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ
φ50ﾌﾟﾗｸﾞ

凍結工法

凍結工法による閉栓

φ50管栓帽(鋼管用)

φ50六角ﾆｯﾌﾟﾙ

φ50埋設ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ

φ50ﾌﾟﾗｸﾞ

φ50凍結工法(鋼管)

1
1 個

個

1
1 個

個

1 個
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様式第 1 号 収受 年 月 日 第 号

給水装置工事明細書
着工日 年 月 日 竣工日 年 月 日 水道番号

【配水管埋設深： ｍ、PEPﾒｰｶｰ： 】使用材料(一次側) 使用材料等(二次側)

名称・形状等 数量 単位 名称・形状等 名称・形状等 名称・形状等

配水管水圧 Mpa 残留塩素 mg/l(ppm)

数量 単位 数量 単位 数量 単位

( 審査 検査 )

No.17

条件

VP50 DP=0.9m

M

φ50×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓
φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ20PEP L=1.0m （宅内）
φ20PEPｴﾙﾎﾞ×3
φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
止水栓筐(小)
φ20ﾌﾚｷⅡ型
φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ
φ20ﾌﾚｷⅠ型
φ20VPﾕﾆｿｹ
φ20×13 立水栓

M

水道番号:123456

既設取出しﾁｰｽﾞ撤去

工事内容
ﾁｰｽﾞ撤去→管栓帽

30cm以上

管栓帽から30cm以上の離隔をとること

φ20PEP L=14.0m（公道）
φ20PEPｴﾙﾎﾞ
φ20PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ×2
φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓
1号弁筐(給水栓)

PEP4.0

PEP10.0

道路10m以上布設する場合
管末部の取出し直し

ﾁｰｽﾞ撤去材料
φ50 ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)
φ50 Hi-LA
φ50 VD L=0.3m
φ50 鋼管ｷｬｯﾌﾟ

ﾁｰｽﾞ撤去材料
φ50 ﾈｵSKｿｹｯﾄ(圧着保護)
φ50 管栓帽(VP用)

※管末のｵﾌｾｯﾄをとること

φ20 PEP用ﾒｰﾀｿｹｯﾄ

φ50×20 ｻﾄﾞﾙ分水栓

φ20PEPｴﾙﾎﾞ

φ20ﾎﾞｰﾙ式止水栓

止水栓筐(小)

φ20ﾌﾚｷⅡ型

公道PEP φ20

民地PEP φ20

4

1

4

2
1

個

個

個

個

個

個

1.0

14.0 m

m

1

φ20ﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ

φ20ﾌﾚｷⅠ型

φ20VPﾕﾆｿｹ

φ20×13 立水栓

1
1

1

1

個

個

個

個

1号弁筐(給水栓) 1 個

公道内10m以上布設するため
分岐後ﾎﾞｰﾙ式止水栓を設置する
1号弁筐(給水栓)を設置

※ﾎﾞｰﾙの位置は、安全に操作できる位置とすること
（道路の端へ）

123456

43


